
伊勢原市 緑の基本計画 (概要版)

1．緑の基本計画とは

２．緑の役割

● 都市緑地法に基づく法定計画です。

● 住民に最も身近な地方公共団体である「市」が主体となり策定する

計画です。

● 伊勢原市の現状と地域の特性に応じた緑豊かなまちづくりを推進す

るため、緑地の保全から公園緑地等の整備、その他公共公益施設及

び民有地の緑化推進、また緑化意識の醸成など、都市の緑のオープ

ンスペースに関する基本的な方針や施策を示す総合的な計画です。

緑が有する多様な役割は、伊勢原市の特性等を踏まえると、次の６つの役割に区分すること

ができます。

緑
の
役
割

人と自然が共生する都市環境を確保
する役割

緑を適切に確保することによる、
都市の安全性・防災性を高める役割

緑の持つ多様な機能の活用により、
質の高い余暇空間を確保する役割

多様性や四季の変化が心を育み、潤
いのある美しい景観を形成する役割

良好な都市環境を保全・
形成

人と自然との共生を
支える

余暇空間の場を形成

災害の防止、
避難路を確保

美しくやすらぎのある
景観を形成

歴史的風土の継承
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３．市民の声

４．緑の将来像の目標値

● 市街化調整区域における樹林地の現状水準の保全を目指し

ます。

● 公共施設の緑化を推進します。特に都市公園等の整備を推

進し、市民一人当たり都市公園（県立公園含む）整備面積

の倍増を目指します。

緑の将来目標

定量目標 定性目標

約2,000ｈａ 約2,000ｈａ
市街化調整区域における
樹林地の現状水準の保全

都市計画
区域

34.0ｈａ（3.4㎡/人） 85.0ｈａ（8.0㎡/人）
市域全体（都市計画区域）

倍 増

市街化区域 16.0ｈａ（1.9㎡/人） 30.0ｈａ（3.5㎡/人）
市街化区域内
倍 増

7.2％ 15％
市街化区域内緑被率の
倍 増

― 50ｈａ 市民一人１本植栽

都市公園
（県立公園含）
整備面積
目標量

市街化区域内の
緑被率

緑化推進目標量

項 目 現 況
目 標 （平成３４年度）

市街化調整区域の
樹林地量

なお、将来目標値を達成するために、中期（１０年（平成２０～２９年度））・長期（１５年（平成３０～３４年度））の２つの

目標年次に分けて、段階的に設定します。

平成12年11月実施（配布数：2,003名・回答数：1,004名）




